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◆ 新議員紹介　---------------------------ｐ.２

◆ ２月通常会議　令和６年度予算を可決

　「住みよい北上 住みたい北上推進予算」　-ｐ.５

◆ 代　表　質　問　-----------------------ｐ.９

◆ 一　般　質　問　-----------------------ｐ.11

◆ 令和５年度　政務活動費の支出状況　-----ｐ.14

「マチイロ」や「ホームページ」で
議会だよりを掲載しています

「
マ
チ
イ
ロ
」

　議会だより【デジタル版】

を無料アプリ「マチイロ」や

「ホームページ」で掲載してい

ます。

　【デジタル版】なら自宅に届

くよりも３週間ほど早くご覧

いただくことができます。

チーム北上市議会　令和６年４月１日から新たな任期が始まるチーム北上市議会　令和６年４月１日から新たな任期が始まる

４月臨時会議　４月臨時会議　歴代最年少議長が誕生！歴代最年少議長が誕生！

  議長に議長に  菊菊
き く ちき く ち

池池  勝勝
まさるまさる

  氏氏(48)(48)が当選が当選　　　　副議長は副議長は  高高
た か は した か は し

橋橋  孝孝
こ う じこ う じ

二二  氏　氏　ｐ.２ｐ.２

「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
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　北上市議会では令和６年４月１日から新たな任期が始まりました。

　ここでは、議員26人が所属する委員会や会派のほか、それぞれの抱負を紹介します。

　これからの４年間、市民の皆さんの代表として精一杯取り組んでまいります。

総　務 ＝ 総務常任委員会

教　民 ＝ 教育民生常任委員会

産　環 ＝ 産業環境常任委員会（※）

議　運 ＝ 議会運営委員会

改　革 ＝ 議会改革推進会議

広　聴 ＝ 広聴委員会

広　報 ＝ 広報委員会

監　査 ＝ 監査委員

委員長＝◎　副委員長＝〇

ユーチューブ
「４月臨時会議」

第２９３回

４月
臨時会議

広報キクコ
北上市議会公式キャラクター

菊
き く ち

池　 勝
まさる

　議長議
長　

菊
池　

勝

　

私
は
、
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
菊
池
勝
で
ご
ざ
い

ま
す
。
大
変
身
に
余
る
光
栄

と
共
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
北
上

市
初
48
歳
で
の
議
長
就
任
と

な
り
ま
す
。
市
民
福
祉
の
向

上
と
市
政
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
、
若
さ
を
生
か
し
行
動

し
続
け
な
が
ら
、
議
会
に
お

け
る
説
明
と
議
決
の
責
任
を

果
た
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
市
民
目
線
で
分
か

り
や
す
く
、
よ
り
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
北
上
市
議

会
基
本
条
例
の
理
念
に
基
づ

き
な
が
ら
も
、
時
代
に
即
し

た
新
た
な
議
会
改
革
を
推
し

進
め
、
議
会
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
議
会
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

歴
代
最
年
少
議
長
が
誕
生
！

議
長
に 

菊
池 

勝 

氏 

(48) 

が
当
選

　
　
副
議
長
は 

高
橋 

孝
二 

氏

　

４
月
11
日
に
改
選
後

初
め
て
の
本
会
議
と
な

る
臨
時
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
臨
時
会
議
で

は
、
議
長
・
副
議
長
の

選
挙
を
行
い
、
議
長
に

菊
池
勝
氏
が
、
副
議
長

に
高
橋
孝
二
氏
が
当
選

し
ま
し
た
。
ま
た
、
総

務
・
教
育
民
生
・
産
業

環
境
の
各
常
任
委
員
と

議
会
運
営
委
員
の
選
出

を
行
い
、
議
会
の
新
体

制
が
発
足
し
ま
し
た
。

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 副議長

標
記
の
説
明

［凡例］

写真下１段目：氏名・期数

写真下２段目：所属委員会等

写真右側：抱負

新議員紹介新議員紹介

お
会
い
し
、
お
話
を
聴
く
こ
と

を
大
切
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

市
政
に
取
り
組
み
ま
す
！

千
ち だ

田 優
ゆ う こ

子 １期

教民・広聴

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
市
政
に

関
わ
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
次
世
代
が
輝
け
る
ま
ち

づ
く
り
に
精
一
杯
努
め
ま
す
。

藤
ふじわら

原　慶
けい

　１期

総務・広報

新
議
員
紹
介

※ 産業建設常任委員会の担当する内容が令和６年度から変わったことに伴い、

名称を産業環境常任委員会に変更しました。
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抱
負

12
文
字
×
４
行
＝
48
文
字

市
民
の
皆
さ
ん
と
働
く
労
働
者

の
声
を
受
け
止
め
、
一
緒
に
な

り
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。

原
はら

　利
としみつ

光　１期

総務〇・広報・改革

初
め
て
の
議
員
活
動
で
す
が
、

変
わ
っ
た
人
生
経
験
を
生
か
し
、

新
し
い
視
点
で
皆
さ
ん
の
た
め

に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。 

白
しらとり

鳥 顕
け ん し

志 １期

総務・広報

「
人
を
大
切
に
す
る
希
望
あ
る

市
政
」
を
目
指
し
、
く
ら
し
を

支
え
る
公
約
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！田

た じ ま

島 清
き よ み

美 １期

産環・広報

初
心
を
忘
れ
ず
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
安
心
と
、
市
政
の
発
展
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

佐
さ さ き

々木 護
まもる

 ２期

産環・議運

意
見
、
要
望
に
積
極
的
に
耳
を

傾
け
て
具
体
的
行
動
に
努
め
、

未
来
に
誇
れ
る
北
上
市
を
つ
く

る
た
め
に
邁ま

い
し
ん進

し
ま
す
。

齊
さいとう

藤 金
かねひろ

浩 １期

産環・広報

市
民
の
誰
も
が
安
心
安
全
で
住

み
良
い
北
上
市
を
つ
く
る
た
め
、

市
民
の
声
を
大
切
に
し
て
活
動

し
ま
す
。

八
や え が し

重樫 民
たみのり

德 １期

産環・広聴

皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
市
政
に
反

映
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸
命
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

藤
ふ じ た

田 民
た み お

生 ２期

産環◎・広聴・改革

市
民
の
声
、
地
域
の
声
を
お
聴

き
し
、
市
政
へ
届
け
、
魅
力
あ

る
地ま

ち域
、
魅
力
あ
る
北
上
市
の

実
現
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。居

い こ ま

駒　勉
つとむ

　２期

教民・監査

無
医
地
区
等
で
医
師
と
の
対
面

診
療
を
受
け
た
い
要
求
は
普
通

の
権
利
で
す
。
切
実
な
願
い
実

現
の
た
め
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 ２期

総務・議運

２
期
８
年
の
経
験
を
生
か
し
、

北
上
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
自
身
の
公
約

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

高
たかはし

橋 晃
あきひろ

大 ３期

総務・議運・改革〇

２
期
目
に
臨の

ぞ

み
、
こ
れ
ま
で
通

り
地
域
の
課
題
や
市
の
問
題
等

に
取
り
組
む
。
改
善
・
改
良
・

解
決
を
目
指
し
進
み
ま
す
！太

お お た

田 洋
よういち

市 ２期

教民・議運

人
口
減
少
問
題
は
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
主
た
る
原
因
は
少
子

化
で
あ
る
た
め
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 ２期

総務・議運◎・改革

更
な
る
北
上
市
の
発
展
の
た
め
、

地
場
産
業
の
育
成
お
よ
び
企
業

誘
致
に
取
り
組
み
、
住
み
心
地

の
良
い
北
上
市
を
目
指
し
ま
す
。

小
こ だ し ま

田島 德
とくゆき

幸 ３期

産環・広聴◎・改革

市
民
の
く
ら
し
、
困
り
ご
と
に

寄
り
添
っ
た
市
政
の
実
現
、
安

心
・
安
全
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
ひ ら の

野 明
あきのり

紀 ３期

総務◎・広聴・改革

産
業
・
教
育
・
福
祉
そ
し
て
猛

威
を
振
る
う
自
然
災
害
に
対
す

る
防
災
の
充
実
し
た
北
上
市
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

熊
くまがい

谷 浩
こ う き

紀 ３期

産環〇・広報〇
次のページに続きます。

新
議
員
紹
介
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北
上
ま
ほ
ろ
ば

ク
ラ
ブ

代
表

　

三
宅　

靖

幹
事
長

　

平
野　

明
紀

経
理
責
任
者　

　

佐
々
木　

護

所
属
議
員

　

千
田　

優
子

　

白
鳥　

顕
志

　

八
重
樫　

民
德

　

梅
木　

忍

新
清
会

会
長

　

藤
原　

常
雄

幹
事
長

　

高
橋　

晃
大

経
理
責
任
者

　

齊
藤　

金
浩

所
属
議
員

　

居
駒　

勉

　

藤
田　

民
生

　

佐
藤　

惠
子

北
新
ネ
ッ
ト

会
長

　

阿
部　

眞
希
男

幹
事
長　

　

藤
原　

慶

経
理
責
任
者

　

小
田
島　

德
幸

会
派
に
所
属

し
な
い
議
員

　

熊
谷　

浩
紀

　

小
原　

享
子

　

星　

敦
子

　

菊
池　

勝

会
派
構
成

今
ま
で
以
上
に
市
民
の
声
を
聴

き
、
よ
り
良
い
市
政
に
な
る
よ

う
、
是
々
非
々
で
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
み や け

宅　 靖
やすし

　５期

教民•議運〇•改革◎

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
、
健
康

で
元
気
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
を
目
指
し
、
一
生
懸
命
課
題

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

小
お ば ら

原 享
きょうこ

子 ４期

総務・議運

こ
の
４
年
間
は
、
目
標
に
向
か

い
邁ま

い
し
ん進

し
て
参
り
ま
す
。

佐
さ と う

藤 惠
け い こ

子 ４期

教民〇・広報

皆
さ
ん
か
ら
託
さ
れ
た
公
約
実

現
の
願
い
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
一
歩
ず
つ
切
り
拓
き
前

進
す
る
た
め
力
を
尽
く
し
ま
す
。

安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 ６期

教民・広聴〇・改革

改
革
は
、
地
に
足
を
つ
け
、
一

歩
ず
つ
進
め
る
。
全
て
の
政
策

は
、
北
上
の
よ
り
良
い
未
来
に

つ
な
が
る
か
を
基
本
に
進
め
る
。

阿
あ べ

部 眞
ま き お

希男 ５期

教民・議運

厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
！
（
行

政
）
速
や
か
に
ア
ク
シ
ョ
ン
！

（
ま
ち
づ
く
り
）
市
民
に
軸
足

を
お
い
て
全
力
投
球
し
ま
す
。

梅
う め き

木　忍
しのぶ

　６期

総務・広報◎・改革

自
分
に
厳
し
く
、
初
心
を
忘
れ

ず
、
皆
さ
ん
か
ら
の
付
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
し
続
け

ま
す
。

菊
き く ち

池　 勝
まさる

　３期

議長

効
率
や
コ
ス
ト
、
経
済
優
先
で

は
な
い
困
り
事
を
少
し
で
も
な

く
し
て
い
く
施
策
で
『
共
に
生

き
ら
れ
る
社
会
』
を
。

星
ほし

　敦
あ つ こ

子　６期

教民◎・広聴・改革

議
員
は
市
民
全
体
の
代
表
者
。

市
長
の
提
案
に
は
是
々
非
々
で

判
断
す
る
の
が
議
会
の
任
務
。

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 ９期

副議長・産環

日
本
共
産
党

北
上
市
議
団

代
表

　

安
德　

壽
美
子

幹
事
長

　

髙
橋　

久
美
子

経
理
責
任
者

　

田
島　

清
美

北
政
会

会
長

　

高
橋　

孝
二

幹
事
長

　

原　

利
光

経
理
責
任
者

　

太
田　

洋
市

新
議
員
紹
介

走れ！！男女・年齢のハードルを

越えて。

議員は事前に調査・研

究し審査する。市長提

案には是々非々で対応。

市民目線で正々堂々と議論でき

る、高い意識を持った政策集団。

ジェンダー平等をすす

め住民が主人公の市政

へ力を合わせます！

市民の声を政策に！未

来志向の政策提言の実

践！
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　 令 和 ６ 年 度 予 算 を 可 決

「 住 み よ い 北 上  住 み た い 北 上 推 進 予 算 」「 住 み よ い 北 上  住 み た い 北 上 推 進 予 算 」

第２９２回

２月
通常会議

ユーチューブ
「２月通常会議」

項目 収入 支出

収益的収支 29億9,987万円 29億6,332万円

資本的収支 15億  365万円 25億3,471万円

特別会計名 歳入歳出

国民健康保険 71億2,100万円

後期高齢者医療 18億1,300万円

介護保険 87億9,300万円

工業団地事業 23億  600万円

駐車場事業 1億5,730万円

宅地造成事業 3,100万円

電気事業 １億7,100万円

合　計 203億9,230万円

一般会計 予算総額 ４６５４６５億円億円

特別会計 下水道事業会計

【地方交付税】　6.5％
（国から配分されるお金）

30億2,900万円

0

20

40

60

80

100

0.000000

16.666667

33.333333

50.000000

66.666667

83.333333

100.000000
歳入

【市税】 41.2％

（市民の皆さんや市内の

 事業所が納める税金）

191億8,021万円

【国・県支出金】 21.4％

（国や県が必要だと認めた
事業に配分されるお金）

99億4,043万円

【市債】 11.1％
（借金）51億6,510万円

その他 19.8％

91億8,526万円

0

20

40

60

80

100

0.000000

16.666667

33.333333

50.000000

66.666667

83.333333

100.000000 歳出

【民生費】 30.7％

（保育園の運営、生活保護、
高齢者や障がい者の支援）

142億7,357万円 

【総務費】 12.6％
（地域づくりの支援など）

58億8,294万円

【教育費】 16.8％
（学校の整備、運営）78億1,966万円

【土木費】 11.6％

（道路や公園の整備）53億9,593万円

【公債費】 8.3％
（借金の返済）38億4,241万円

その他 20.0％

92億8,549万円

　２月通常議会では、議長を除く25名の議員で構成する予算特別委員会を組織し、令和６年度予算を審査しました。

子育て支援施策の充実や施設の建設・長寿命化事業などにより、令和２年度に次ぐ大規模予算となっています。

建設事業などに向けて予算を大幅増！

教育費…前年度比 約21億円増 ※

子育てしやすい環境づくりに注力！

民生費

・子ども医療費助成の所得制限の撤廃

・就学前の子どもの医療費完全無償化

　の継続

・保育所保育料の軽減

・在宅育児支援　　　　　　　　など

【介護保険特別会計】

　 　前年度比約３億2,600万円の増。今後、介護給付

費の大幅な増加が見込まれる中、基金の活用によ

り介護保険料の負担軽減を図ることとしている。

【工業団地事業特別会計】

　 　北部産業業務団地整備事業および市債償還元金

の増により、前年度比１億8,000万円の増。

▶

▶

２
月
通
常
会
議

※ 令和５年度当初予算は骨格予算の

ため、前年度比は令和５年度６月

補正後の数値と比較しています。

・統合北上中学校建設事業

・黒沢尻北小学校／飯豊中学校

　長寿命化事業

・北上市民柔剣道場等新築事業　など
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兼業農家等支援事業（500万円）　

　　補助対象を追加！

農業用機械共同利用促進事業

　従 来：トラクター、田植機、コ

ンバイン、草刈機（リモコン

式・自走式）

　追 加：草刈機（トラクター作業

機）、農業用ドローン、排水

対策機械（トラクター作業機）

農業用先端技術機器等導入支援事業

　従 来：農業用アシストスーツ、

農業用ドローン、水稲用水管

理システムなど

　追 加：農業用ドローンの資格取

得費用（５万円）

農業経営拡大推進事業

　従 来：農業用ハウス、フォーク

リフト

　追 加：フレコンスケール、籾摺

り機、乾燥機、色彩選別機など

賛成討論　　　　　　　全ての予算に賛成

　　　　　　　　　　　　　　　　居駒　勉　議員

　令和６年度は総合計画の４年目となるが、当初予算

は「ひと」「なりわい」「くらし」「しくみ」４つの基

本目標のもと、引き続き「持続可能なまちづくり推進

プロジェクト」の実行に向けた予算が編成されている。

国民健康保険特別会計は、加入者の負担を抑えながら、

安定的な基金運営を行う予算となってるほか、介護保

険特別会計では、介護サービス給付費の伸びを見込み、

対応した予算となっている。

反対討論 一般会計予算ほか２件の予算に反対

　　　　　　　　　　　　　　髙橋　久美子　議員

　物価高騰が市民の暮らしや経営を大きく圧迫し、実

質賃金が 17 カ月連続で減少する中、以前に日本共産党

北上市議団が提出した要望書への対応として、一般会

計予算は不十分な内容となっている。国民健康保険特

別会計は、財政調整基金の一部を取り崩して国民健康

保険税を引き下げ、また、子どもの均等割を廃止すべき。

介護保険特別会計は、介護職員への大幅な処遇改善が

必要であり、また、物価高騰の中でも支払うことがで

きる保険料とすべきである。

　３月８日に行われた本会議において、２人の議員が令和６年度予算について討論を行いました。

令和６年度注目事業令和６年度注目事業

個別指導支援事業（7,456万1千円）

　会計年度任用職員を任用し、配

慮が必要な児童生徒一人一人に目

の行き届いた教育を実施するもの。

Ｑ 　個別指導支援員が５人増員と

なるが、現場の要求に対する充

足率は。

Ａ 　令和５年度に比べれば多少上

がるが、現場からはまだ必要と

いう声がある。工夫をしながら

個別指導支援員を配置していく。

手数料袋利活用事業（257万3千円）

　市内で環境美化活動に参加・協

力した市民に対して、ごみ袋を配

布するもの。

第３分科会第２分科会

採決の結果は？採決の結果は？

　採決の結果、一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、駐車場事業特別会計の４件の予算案

を賛成多数で、他５件の予算案を全会一致で可決しました。

２月19日～21日に行われた予算特別委員会分科会で審査した中から、注目事業をご紹介します。

消防屯所改修事業（657万7千円）

　女性消防団員が働きやすい環境

をつくるため、消防屯所 （上野

町、 二子） の女性用トイレの工事

や、新設される機能別分団「さく

ら隊」の拠点 （上野町） にエアコ

ン設置などを行うもの。

地域協働雪対策事業費補助金

（260万9千円）

　和賀・藤根・岩崎地区において、

自力で自宅屋根の雪下ろしや除排

雪作業が困難な高齢者世帯などへ

支援を行う住民組織に対し、活動

費を補助するもの。

第１分科会

北
上
市
指
定

◀
家
庭
用
ご
み
袋

２
月
通
常
会
議
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第 292 回２月
通常会議
議決結果

賛否の分かれたもの

賛成〇 反対●

賛否 北政会 新清会 北新ネット
北上まほろば

クラブ
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

藤
田　

民
生

太
田　

洋
市

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

高
橋　

孝
二

居
駒　
　

勉

藤
原　

常
雄

菊
池　
　

勝

昆
野　

将
之

藤
本　

金
樹

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

小
原　

敏
道

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

鈴
木
健
二
郎

司
東　

道
雄

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

武
田　
　

勝

星　
　

敦
子

議案第 91 号 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ○

議案第 92 号 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ○

議案第 94 号 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ○

議案第 96 号 23 1 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第 102 号 20 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ●

議案第 111 号 20 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ●

議案第 112 号 20 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ●

議案第 113 号 20 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ●

議案第 114 号 20 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ●

議案第 131 号 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ○

発議案第７号 14 10 ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 欠 ○

発議案第８号 16 8 ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 欠 ○

議案番号 案件名

議案第 91 号 令和６年度北上市一般会計予算

(→詳細はＰ５参照 )
議案第 92 号 令和６年度北上市国民健康保険特別会計予算

議案第 94 号 令和６年度北上市介護保険特別会計予算

議案第 96 号 令和６年度北上市駐車場事業特別会計予算

議案第 102 号 北上市行政手続における個人番号の利用等条例の一部を改正する条例

議案第 111 号
北上市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準条例の一部を改正する
条例

議案第 112 号
北上市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防の効果的な支援方法の基準条例の一部を改正する条例

議案第 113 号
北上市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防の効果的な支援方法の基準条例の一部を改正する条例

議案第 114 号 北上市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準条例の一部を改正する条例

議案第 131 号 北上市介護保険条例の一部を改正する条例 (→詳細はＰ８参照 )

発議案第７号 精神保健医療福祉の改善を求める意見書について
(→詳細は上記参照 )

発議案第８号 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書について
ホームページ
「議決結果」

２
月
通
常
会
議

精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
善
を
求
め
る
意

見
書

　

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
精

神
疾
患
が
あ
っ
て
も
地
域
社
会
の
一
人
と

し
て
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

【
意
見
書
提
出
に
反
対
】

熊
谷　

浩
紀　

議
員

　

今
回
の
意
見
書
の
内
容
は
、
令
和
４
年

の
「
精
神
保
健
福
祉
法
の
一
部
改
正
」
に

盛
り
込
ま
れ
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
の

意
見
書
の
提
出
は
、
妥
当
で
は
な
い
と
考

え
反
対
で
あ
る
。

【
意
見
書
提
出
に
賛
成
】

髙
橋　

久
美
子　

議
員

　

令
和
６
年
４
月
の
法
改
正
は
、
相
談
支

援
に
つ
い
て
の
努
力
義
務
ま
た
は
ざ
っ
く

り
と
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
法
改
正

の
内
容
が
具
体
的
に
前
進
し
て
い
く
た
め

に
も
、
ま
ず
は
、
社
会
全
体
に
理
解
、
納

得
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
こ

と
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た
め

人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た

め
の
人
員
増
と
処
遇
の
改
善
を
求
め
る
も

の
。

【
意
見
書
提
出
に
反
対
】

熊
谷　

浩
紀　

議
員

　

全
国
で
あ
ら
ゆ
る
業
界
に
お
い
て
人
員

不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
医
療
業
界
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
日
本
の
現
状
を
見

た
上
で
、
意
見
書
で
は
、
実
現
が
難
し
い

対
策
を
政
府
に
求
め
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
か
ら
反
対
で
あ
る
。

【
意
見
書
提
出
に
賛
成
】梅

木　

忍　

議
員

　

政
府
も
看
護
・
介
護
の
人
手
不
足
を
受

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
に
よ
る
離
職

防
止
策
や
定
着
促
進
対
策
を
行
っ
て
い
る

が
、
不
十
分
で
あ
る
。
医
療
・
介
護
現
場

で
、
責
任
感
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る

方
々
に
、
議
員
と
し
て
寄
り
添
う
べ
き
と

考
え
る
た
め
賛
成
で
あ
る
。

 

採
決
の
結
果
、
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
お
よ
び
政
府
関
係
機
関
に
対
し
て

　 

　
　
２
件
の
意
見
書 

を
提
出

意見書
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介
護
保
険
料
率
の

　
　
　
変
更
巡
り
議
論
!!

条例

第 291 回１月
臨時会議
議決結果

賛否の分かれたもの

賛成〇 反対●

賛否 北政会 新清会 北新ネット
北上まほろば

クラブ
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

藤
田　

民
生

太
田　

洋
市

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

高
橋　

孝
二

居
駒　
　

勉

藤
原　

常
雄

菊
池　
　

勝

昆
野　

将
之

藤
本　

金
樹

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

小
原　

敏
道

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

鈴
木
健
二
郎

司
東　

道
雄

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

武
田　
　

勝

星　
　

敦
子

議案第 89 号 21 ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

議案第 90 号 21 ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

議案番号 案件名

議案第 89 号 北上市手数料条例の一部を改正する条例

議案第 90 号 北上市印鑑条例の一部を改正する条例

北
上
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

　

第
９
期
北
上
市
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
伴
い
、
介
護
保
険

料
率
を
変
更
す
る
も
の
。
介
護
保

険
料
区
分
が
第
１
～
３
段
階
は
減

額
、
第
４
～
９
段
階
は
現
状
維
持
、

第
10
～
14
段
階
は
増
額
と
な
る
。

【
反
対
討
論
】

髙
橋　

久
美
子　

議
員

　

物
価
高
騰
の
現
在
、
保
険
料
を

現
状
維
持
と
し
て
も
払
え
な
い
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
当

市
の
基
準
額
は
全
国
平
均
を
超
え

て
お
り
、
他
自
治
体
で
は
基
金
を

全
額
取
り
崩
し
、
保
険
料
を
据
え

置
き
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

利
用
者
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
。

【
賛
成
討
論
】昆

野　

将
之　

議
員

　

第
９
期
の
総
事
業
費
は
大
幅
な

増
額
が
見
込
ま
れ
る
が
、
不
足
す

る
分
を
基
金
の
取
り
崩
し
で
補
う

も
の
と
し
て
い
る
。
今
後
予
想
さ

れ
る
介
護
認
定
者
数
の
伸
び
や
基

ユーチューブ
「１月臨時会議」

第 291 回

１月
臨時会議

北
上
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

北
上
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

に
設
置
し
て
い
る
多
機
能
端
末
機

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利

用
し
て
各
種
証
明
書
の
交
付
を
申

請
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

【
反
対
討
論
】

　
　
　
　

髙
橋　

久
美
子　

議
員

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
を
搭
載
す
る
際
、

個
人
情
報
漏
洩
な
ど
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
反

対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　

熊
谷　

浩
紀　

議
員

　

各
種
証
明
書
の
交
付
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

市
役
所
窓
口
業
務
の
負
担
軽
減
や
、

市
民
の
利
便
性
向
上
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

金
の
残
高
を
考
え
る
と
苦
し
い
財

政
運
営
だ
が
、
昨
今
の
物
価
高
騰

の
状
況
を
考
え
る
と
評
価
す
べ
き
。

　

上
記
を
含
む
、
賛
否
が
分
か
れ

た
条
例
６
件
（
Ｐ
７
参
照
）
に
つ

い
て
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

北
上
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
①

　

市
営
住
宅
に
お
い
て
、
同
性
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
親
族
と
認
め
ら
れ

ず
、
同
居
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
を
行
っ

た
人
た
ち
を
親
族
と
同
様
に
取
り

扱
う
こ
と
と
す
る
も
の
。

 

北
上
市
空
家
等
対
策
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
②

　

主
に
次
の
３
項
目
を
改
正
。

(1)　

特
定
空
家
に
加
え
て
、
管
理

不
全
空
家
に
つ
い
て
も
市
か
ら
指

導
・
勧
告
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

指
導
に
従
わ
ず
勧
告
を
受
け
た
場

合
、
固
定
資
産
税
の
６
分
の
１
特

例
軽
減
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

(2)　

活
用
促
進
区
域
の
指
定
に
よ

り
、
接
道
４
ｍ
未
満
で
も
安
全
確

保
を
前
提
に
家
屋•

店
舗
に
建
て

替
え
や
改
築
な
ど
可
能
と
な
る
。

(3)　

災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、

所
有
者
へ
の
命
令
を
省
略
し
て
代

執
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

北
上
市
公
共
施
設
維
持
保
全
基
金

条
例
③

　

公
共
施
設
の
維
持
保
全
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
基
金

を
設
置
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

今
後
40
年
間
の
公
共
建
築
物

の
維
持
・
更
新
コ
ス
ト
で
、

第
１
の
ピ
ー
ク
開
始
で
あ
る

令
和
15
年
度
か
ら
10
年
間
で

28
億
５
千
万
円
ほ
ど
の
コ
ス

ト
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
す

べ
て
基
金
か
ら
賄
う
も
の
か
。

Ａ　

 

す
べ
て
を
基
金
か
ら
賄
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
基
金
は
、

起
債
の
一
部
を
削
減
す
る
た

め
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
。

　

上
記
①
～
③
を
含
む
、
提
案
さ

れ
た
15
件
の
条
例
に
つ
い
て
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

２
月
通
常
会
議

１
月
臨
時
会
議
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その他所属議員

藤
ふ じ た

田 民
た み お

生 議員

太
お お た

田 洋
よういち

市 議員

佐
さ と う

藤 惠
け い こ

子 議員

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 議員

代表質問者

高
たかはし

橋 晃
あきひろ

大 議員

北政会

ユーチューブ▷
「北政会」

農
業
施
策
は

Ｑ　

 

親
元
就
農
支
援
事
業
の

内
容
は
。

Ａ　

 

令
和
３
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
市
単
独
事
業

で
あ
り
、
親
元
な
ど
に

就
農
し
た
場
合
、
月
額

５
万
円
、
年
額
60
万
円

を
２
年
間
交
付
す
る
も

の
。

Ｑ　

 

新
規
就
農
者
数
の
状
況

は
。

Ａ　

 

農
業
法
人
な
ど
で
の
雇

用
や
、
親
元
就
農
支
援

事
業
を
活
用
し
た
人
も

含
め
、
令
和
３
年
度
は

29
人
、
令
和
４
年
度
は

25
人
で
あ
る
。

Ｑ　

 

今
後
、
懸
念
さ
れ
る
耕

作
放
棄
地
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

 

未
然
に
防
ぐ
に
は
地
域

全
体
で
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
各

地
域
に
設
置
さ
れ
て
い

る
農
地
集
約
化
検
討
会

で
農
地
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
い

わ
て
花
巻
や
農
業
委
員

会
と
協
力
の
上
、
今
後

協
議
し
て
い
く
。

都
市
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
は

Ｑ　

 

令
和
６
年
度
の
取
り
組

み
は
。

Ａ　

 

諏
訪
町
地
区
は
、
４
月

か
ら
実
施
企
業
を
募
集

す
る
予
定
で
あ
る
。
本

通
り
二
丁
目
地
区
は
対

象
エ
リ
ア
の
整
備
コ
ン

セ
プ
ト
を
策
定
し
、
民

間
事
業
者
に
対
し
て
事

業
実
現
性
の
調
査
を
す

る
。
北
上
駅
前
地
区
は
、

２
カ
年
で
駅
周
辺
に
望

ま
れ
る
役
割
や
必
要
な

機
能
を
整
理
し
、
よ
り

具
体
的
な
整
備
手
法
の

検
討
な
ど
を
行
っ
た
上

で
、
将
来
構
想
と
な
る

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

策
定
す
る
。

Ｑ　

事
業
完
了
の
予
定
は
。

Ａ　
 

諏
訪
町
地
区
は
、
事
業

者
決
定
後
４
年
程
度
、

本
通
り
二
丁
目
地
区
は

都
市
計
画
決
定
後
５
年

程
度
を
要
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
北
上
駅
前

地
区
は
、
今
後
事
業
を

具
体
化
す
る
段
階
に

入
っ
て
い
く
。
事
業
規

模
や
範
囲
を
こ
れ
か
ら

確
定
す
る
た
め
、
完
了

の
見
通
し
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

新清会

代表質問者

藤
ふじもと

本 金
きんじゅ

樹 議員

その他所属議員

居
い こ ま

駒 勉
つとむ

 議員

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 議員

菊
き く ち

池 勝
まさる

 議員

昆
こ ん の

野 将
まさゆき

之 議員

市
長
の
行
政
方
針
は

Ｑ　

 

和
賀
地
区
・
北
上
川
東

部
地
域
の
振
興
に
係
る

対
策
室
設
置
の
目
的
は
。

Ａ　

 

地
域
課
題
を
的
確
に
把

握
し
、
解
決
に
向
け
て

地
域
づ
く
り
組
織
と
共

に
取
り
組
む
た
め
、
地

域
と
行
政
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
。

Ｑ　

 

農
業
振
興
地
域
・
農
用

地
区
域
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

 

農
業
振
興
を
図
る
た
め

に
一
定
の
規
制
は
必
要

と
考
え
て
い
る
が
、
農

振
法
に
基
づ
く
見
直
し

の
際
に
は
、
地
域
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

 

県
道
「
花
巻
北
上
線
」

改
良
整
備
の
状
況
は
。

Ａ　

 

こ
の
路
線
に
限
ら
ず
、

必
要
に
応
じ
て
交
通
量

調
査
お
よ
び
地
域
か
ら

の
要
望
な
ど
を
も
と
に
、

交
通
安
全
確
保
の
た
め

県
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

地
籍
調
査
事
業
の
進
め

方
は
。

Ａ　

 

令
和
６
年
度
に
補
助
金

採
択
の
た
め
の
実
施
計

画
の
策
定
や
申
請
な
ど

を
行
い
、
採
択
後
は
北

上
川
東
部
地
区
の
農

地
・
山
林
を
対
象
に
、

30
年
ほ
ど
か
け
て
実
施

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

大
学
設
置
の
検
討
は
。

Ａ　

 

令
和
４
年
度
ま
で
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
主

に
理
工
系
人
材
の
確

保
・
育
成
を
目
的
と
す

る
大
学
を
想
定
し
、
当

市
に
お
け
る
大
学
設
置

可
否
の
判
断
の
た
め
、

令
和
６
年
３
月
末
を
目

途
に
、
基
本
調
査
を
取

り
ま
と
め
る
。

教
育
長
の
教
育
行
政
施
策
は

Ｑ　

 

北
上
市
立
小
中
学
校
適

正
配
置
の
基
本
的
な
考

え
は
。

Ａ　

 

検
討
委
員
会
の
提
言
を

踏
ま
え
、
保
護
者
を
含

め
た
地
域
住
民
と
検
討

し
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

Ｑ　

 

小
中
連
携
、
小
中
一
貫

校
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　

 

検
討
委
員
会
で
示
さ
れ

る
考
え
方
や
課
題
な
ど

を
整
理
し
た
上
で
、
そ

の
後
の
基
本
計
画
策
定

委
員
会
に
お
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ユーチューブ▷
「新清会」

代表質問２
月
通
常
会
議
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代表質問者

梅
う め き

木 忍
しのぶ

 議員

北上まほろば
クラブ

ユーチューブ▷
「北上まほろば   

 クラブ」

その他所属議員

平
ひ ら の

野 明
あきのり

紀 議員

三
み や け

宅 靖
やすし

 議員

北新ネット

代表質問者

阿
あ べ

部 眞
ま き お

希男 議員

ユーチューブ▷
「北新ネット」

その他所属議員

小
こ だ し ま

田島 德
とくゆき

幸 議員

小
お ば ら

原 敏
としみち

道 議員

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

現
を

Ｑ　

 

北
上
市
こ
ど
も
計
画
の

進
捗
状
況
お
よ
び
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

 

本
年
３
月
ま
で
に
策
定

方
針
を
決
定
し
、
９
月

ま
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。
令
和
７
年

２
月
ま
で
に
案
を
取
り

ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
経
て
３
月

に
計
画
を
決
定
す
る
。

Ｑ　

 

こ
ど
も
の
権
利
の
実
現

に
向
け
て
、
こ
ど
も
の

声
を
ど
の
よ
う
に
聴
き
、

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て

い
く
の
か
。

Ａ　

 

対
面
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
児

童
施
設
へ
の
訪
問
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
検

討
し
、
複
数
の
方
法
を

も
っ
て
多
く
の
意
見
を

計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

災
害
時
の
避
難
支
援
体
制
の

強
化
を

Ｑ　

 

能
登
半
島
地
震
で
は
福

祉
避
難
所
の
開
設
が
困

難
と
い
う
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
避
難

行
動
要
支
援
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
体
制
は

ど
う
か
。

Ａ　

 

指
定
福
祉
避
難
所
（
＊

１
）
は
北
上
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
和
賀
町

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

２
カ
所
で
、
市
の
職
員

が
運
営
を
行
う
。
協
定

福
祉
避
難
所
（
＊
２
）

は
介
護
施
設
や
障
が
い

者
施
設
な
ど
市
内
21
カ

所
。
開
設
の
際
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
が
定
め

る
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
り
運
営
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推

進
を

Ｑ　

 

能
力
や
意
欲
の
あ
る
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
企

業
と
の
連
携
で
指
導
を

充
実
さ
せ
る
制
度
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

 

地
元
企
業
が
出
前
教
室

な
ど
の
事
業
を
開
催
し

て
お
り
、
意
欲
の
あ
る

児
童
生
徒
が
参
加
し
て

い
る
。
積
極
的
な
参
加

に
向
け
て
各
学
校
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
活
動
と
し
て
、
地
域

企
業
の
協
力
を
得
る
な

ど
働
き
か
け
を
行
う
。

都
市
拠
点
等
整
備
の
進
捗
は

Ｑ　

 

諏
訪
町
・
本
通
り
地
区

の
課
題
と
対
策
は
。

Ａ　

 

諏
訪
町
地
区
は
優
良
建

築
物
等
整
備
事
業
で
の

準
備
を
進
め
、
本
年
４

月
頃
か
ら
実
施
企
業
の

募
集
を
開
始
予
定
。
本

通
り
地
区
は
面
積
が
広

く
、
入
居
テ
ナ
ン
ト
の

確
保
が
課
題
。
今
後
協

議
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ　

 

北
上
駅
西
口
の
再
開
発

事
業
の
予
定
は
。

Ａ　

 

市
の
玄
関
口
と
し
て
の

機
能
と
景
観
の
再
整
備

の
た
め
、
令
和
６
年
度

か
ら
２
カ
年
で
機
能
整

理
・
具
体
的
な
整
備
手

法
を
検
討
し
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す
る
。

Ｑ　

 

電
線
地
中
化
の
考
え
は
。

Ａ　

 

駅
西
口
か
ら
本
通
り
は
、

電
線
地
中
化
も
含
め
て
、

歩
行
者
優
先
の
空
間
と

な
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

Ｑ　

 

黒
沢
尻
北
地
区
の
上
野

町
、
常
盤
台
間
の
Ｊ
Ｒ

東
北
本
線
横
断
道
路
整

備
の
考
え
は
。

Ａ　

 

新
設
整
備
条
件
が
厳
し

く
実
施
は
困
難
。
歩
行

者
専
用
の
通
路
整
備
に

つ
い
て
は
研
究
す
る
。

大
学
設
置
の
進
捗
は

Ｑ　

 

基
本
調
査
の
進
捗
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

 

基
本
調
査
を
本
年
３
月

ま
で
に
取
り
ま
と
め
る
。

　
　

 

学
生
・
教
員
確
保
、
経

済
効
果
、
財
政
見
通
し

な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、

設
置
可
否
を
決
め
る
。

　
　

 

設
置
が
決
ま
っ
た
場
合

は
、
場
所
、
形
態
な
ど

条
件
を
検
討
す
る
。

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業

の
状
況
は

Ｑ　

 

本
格
運
用
開
始
後
の
体

制
強
化
の
状
況
は
。

Ａ　

 

北
上
済
生
会
病
院
に
加

え
、
７
つ
の
医
療
機
関

が
参
画
。
さ
ら
な
る
拡

大
を
図
る
。
業
務
内
容

の
充
実
・
強
化
は
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

Ｊ
Ｒ
北
上
線
の
活
用
は

Ｑ　

 

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を

実
現
す
る
考
え
は
。

Ａ　

 

沿
線
に
新
た
な
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
設
定

を
進
め
る
県
と
も
連
携

し
、
導
入
の
可
能
性
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

協
議
を
続
け
る
。

代表質問

関連質問者

佐
さ さ き

々木 護
まもる

 議員

＊ 

１
指
定
福
祉
避
難
所
…
第
１
次
避
難
所
の
開
設
と
同
時
に
、
一
般
避
難
所
で
は
過
ご
す
こ
と
が
困
難
な
要
配
慮
者
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
開
設
す
る
避
難
所
。　

＊
２
協
定
福
祉
避
難
所
…
指
定
福
祉
避
難
所
だ
け
で
は
受
け
入
れ
き
れ

な
い
場
合
、
ま
た
は
、
避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
に
開
設
す
る
避
難
所
。

２
月
通
常
会
議
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日本共産党
北上市議団

その他所属議員

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

鈴
す ず き

木 健
け ん じ ろ う

二郎 議員

代表質問者

安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 議員

ユーチューブ▷
「日本共産党

 北上市議団」

子
ど
も
を
権
利
の
主
体
と
し

た
北
上
こ
ど
も
計
画
策
定
を

Ｑ　

 

子
ど
も
の
権
利
条
約
の

４
原
則
（
＊
）
を
こ
ど

も
計
画
策
定
に
生
か
す

べ
き
で
は
。

Ａ　

 

あ
ら
ゆ
る
こ
ど
も
施
策

の
計
画
・
実
施
・
評
価

に
際
し
、
４
原
則
を
根

本
的
な
考
え
方
と
す
る
。

Ｑ　

 

若
者
・
学
生
の
要
望
の

把
握
、
居
場
所
づ
く
り

や
賃
貸
住
宅
補
助
の
考

え
は
。

Ａ　

 

30
代
以
下
の
世
代
は
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
、

教
育
や
学
び
の
環
境
重

視
の
声
が
多
く
、
ｈ
ｏ

Ｋ
ｋ
ｏ
に
学
び
の
居
場

所
を
開
設
す
る
な
ど
し

て
い
る
。
ま
た
、
令
和

７
年
度
以
降
の
高
校
生

の
下
宿
費
用
の
一
部
補

助
を
検
討
す
る
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
中
小
事

業
者
・
農
業
経
営
者
支
援
を

Ｑ　

 

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
実
績

と
、
さ
ら
な
る
支
援
は
。

Ａ　

 

市
内
６
８
７
社
１
２
５

億
円
余
り
が
活
用
さ
れ
、

返
済
開
始
の
ピ
ー
ク
は

令
和
６
年
４
月
と
な
る
。

市
内
事
業
者
の
状
況
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ

て
支
援
を
実
施
す
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
は

Ｑ　

支
援
の
拡
充
の
考
え
は
。

Ａ　

 

ク
マ
の
被
害
額
は
約
８

０
０
万
円
、
シ
カ
の
被

害
額
は
約
１
千
万
円
。

電
気
柵
な
ど
の
設
置
に

対
し
、
事
業
費
の
２
分

の
１
、
７
万
円
を
上
限

に
補
助
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
に
上
限
額
を

増
額
す
る
予
定
で
あ
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化
を

Ｑ　

 

給
食
費
無
償
化
の
た
め

の
必
要
額
は
。
無
償
化

の
実
施
に
踏
み
切
る
べ

き
で
は
。

Ａ　
 

必
要
額
は
３
億
９
８
２

０
万
円
。
文
部
科
学
省

で
行
う
実
態
把
握
調
査

の
動
向
を
注
視
す
る
。

統
合
北
上
中
学
校
の
床
高
の

見
直
し
を

Ｑ　

 

浸
水
対
策
と
し
て
、
床

高
を
１•

２
６
ｍ
か
ら

引
き
上
げ
る
検
討
は
。

Ａ　

 

雨
水
排
水
勾
配
な
ど
の

検
討
に
よ
り
、
床
高
を

０•

５
ｍ
か
さ
上
げ
し
、

１•

７
６
ｍ
に
見
直
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 議員

　　ユーチューブ ▷

交
付
金
活
用
の
在
り
方
は

Ｑ　

 

地
域
活
動
運
営
事
業
お

よ
び
人
口
減
少
ま
ち
育

て
支
援
事
業
の
交
付
金

の
改
善
の
検
討
は
。

Ａ　

 

地
域
づ
く
り
総
合
交
付

金
の
運
営
費
お
よ
び
人

口
減
少
ま
ち
育
て
支
援

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

人
件
費
へ
の
充
当
を
可

能
と
す
る
。
こ
の
こ
と

で
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
柔
軟
な
予
算
配
分

が
可
能
と
な
る
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
長
職
員

の
確
保
が
難
し
い

Ｑ　

 

事
務
長
職
員
の
待
遇
改

善
を
図
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

 

令
和
３
年
度
に
交
付
金

の
見
直
し
を
行
っ
た
際
、

人
件
費
を
増
額
し
た
が
、

社
会
状
況
の
変
化
を
考

慮
し
た
事
務
局
職
員
の

賃
金
水
準
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
。

ラ
ン
フ
ェ
ス
き
た
か
み
の
参

加
者
が
少
な
い

Ｑ　

 

参
加
者
が
少
な
い
要
因

は
何
か
。

Ａ　

 

他
イ
ベ
ン
ト
と
の
差
別

化
を
図
る
情
報
発
信
や
、

Ｐ
Ｒ
な
ど
が
十
分
で
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

交
流
セ
ン
タ
ー
職

員
の
待
遇
改
善
を

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 議員

　　ユーチューブ ▷

イ
ジ
メ
の
実
態
を
共
有
す
る

た
め
に
公
表
す
る
べ
き
で
は

Ｑ　

 

児
童
生
徒
が
休
校
し
て

い
る
学
校
と
人
数
を
公

表
で
き
な
い
と
の
説
明

だ
が
、
県
か
ら
の
通
知

は
、
公
表
し
て
は
い
け

な
い
と
な
っ
て
い
る
の

か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

Ａ　

 

岩
手
県
教
育
委
員
会
の

通
知
で
あ
り
、
理
由
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
県

に
確
認
し
対
応
す
る
。

Ｑ　

 

あ
る
学
校
で
、
イ
ジ
メ

重
大
事
態
と
認
知
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
そ
の
場

合
、
重
大
事
態
の
調
査

報
告
書
を
市
長
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
市
長
は
い
つ
報
告

を
受
け
た
か
。

Ａ　

 

途
中
経
過
は
、
都
度
報

告
を
受
け
確
認
し
て
い

る
。

Ｑ　

 

イ
ジ
メ
重
大
事
態
を
認

知
し
た
と
き
、
教
育
委

員
会
は
文
部
科
学
省
に

報
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
報
告
を
し

た
か
。

Ａ　

 

岩
手
県
教
育
委
員
会
に

報
告
し
て
お
り
、
県
教

育
委
員
会
か
ら
文
部
科

学
省
に
連
絡
す
る
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

被
害
者
へ
の
思
い

や
り
の
心
を
持
て

一
般
質
問

代表質問

＊ 

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
４
原
則
…
①
生
命
・
発
達
に
関
す
る
権
利
②
最
善

の
利
益
③
差
別
の
禁
止
④
意
見
の
表
明
権
・
尊
重
。

２
月
通
常
会
議
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鈴
す ず き

木 健
けんじろう

二郎 議員

　　ユーチューブ ▷

対
策
室
設
置
で
和
賀
、
川
東

地
域
の
振
興
は
ど
う
な
る
か

Ｑ　

 

両
地
域
は
す
で
に
医
療

や
買
い
物
施
設
な
ど
の

整
備
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
対
策
室
よ
り
も
、

緊
急
な
課
題
解
決
の
た

め
、
診
療
所
や
買
い
物

施
設
な
ど
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

 

施
設
整
備
も
必
要
だ
が
、

対
策
室
の
設
置
は
、
地

域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

住
民
参
加
の
地
域
公
共
交
通

計
画
と
条
例
制
定
の
考
え
は

Ｑ　

 

住
民
か
ら
の
お
に
丸
号

の
運
行
増
、
利
用
し
や

す
い
バ
ス
交
通
の
要
望

や
事
業
者
の
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
の
現
状
な
ど

に
対
し
、
住
民
参
加
の

計
画
作
り
や
事
業
者
・

市
の
役
割
な
ど
を
定
め

た
地
域
公
共
交
通
の
条

例
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

Ａ　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実

施
し
計
画
を
作
成
し
た
。

ま
ず
は
現
計
画
を
進
め

る
こ
と
に
注
力
し
た
い
。

交
通
は
人
権
・
豊

か
な
暮
し
の
保
障

平
ひ ら の

野 明
あきのり

紀 議員

　　ユーチューブ ▷

市
役
所
窓
口
民
間
委
託
に
対

す
る
市
民
の
理
解
は

Ｑ　

 

11
月
通
常
会
議
を
踏
ま

え
、
窓
口
業
務
の
民
間

委
託
へ
の
疑
問
の
声
が

多
い
。
市
民
の
理
解
は

得
ら
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

 

今
回
の
窓
口
業
務
委
託

は
費
用
対
効
果
が
見
込

ま
れ
、
市
民
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
市
民
が
求
め
る

も
の
と
方
向
性
を
異
に

す
る
も
の
で
は
な
い
と

捉
え
て
い
る
。

Ｑ　
 

企
画
提
案
の
審
査
に
は
、

誰
が
あ
た
る
の
か
。
ま

た
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
公
開
か
。

Ａ　

 

審
査
は
外
部
委
員
を
含

め
７
名
の
選
定
委
員
で

非
公
開
で
実
施
す
る
。

望
ま
し
い
保
育
環
境
と
は

Ｑ　

 

少
子
化
が
進
む
中
で
、

今
後
の
保
育
施
設
、
幼

稚
園
な
ど
の
設
置
・
運

営
の
望
ま
し
い
方
向
性

を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ　

 

国
の
動
向
や
民
間
施
設

の
運
営
状
況
を
注
視
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
方
向
性
を
検

討
す
る
。

市
民
に
寄
り
添
う

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

小
お ば ら

原 享
きょうこ

子 議員

　　ユーチューブ ▷

空
き
家
対
策
は

Ｑ　

 
空
き
家
情
報
の
外
部
提

供
制
度
の
活
用
状
況
は
。

Ａ　

 

現
在
８
事
業
者
が
登
録
。

そ
の
一
つ
「
き
た
か
み

空
き
家
お
助
け
隊
」
は
、

不
動
産
会
社
・
金
融
機

関
・
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
・

解
体
業
者
・
司
法
書
士
・

家
屋
調
査
士
に
よ
り
構

成
さ
れ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
と
し
て
助

言
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

 

空
き
家
解
体
・
整
備
費

用
の
充
実
策
は
。

Ａ　

 

70
歳
以
上
・
住
民
税
非

課
税
の
補
助
要
件
か
ら
、

年
齢
要
件
を
廃
止
す
る
。

危
険
な
空
き
家
の
除
却

工
事
費
補
助
金
を
令
和

６
年
度
か
ら
創
設
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る

支
援
は

Ｑ　

関
係
機
関
の
連
携
は
。

Ａ　

 

各
担
当
課
に
お
い
て
相

談
を
受
け
、
ま
た
は
発

見
し
た
際
は
、
情
報
の

集
約
・
調
整
役
の
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
協
議
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
ケ
ー
ス

会
議
を
開
催
し
、
支
援

計
画
を
検
討
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
。

空
き
家
の
利
活
用

が
進
め
ば
い
い
な

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

　　ユーチューブ ▷

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

Ｑ　

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の

保
育
士
74
人
の
う
ち
、

25
人
が
フ
ル
タ
イ
ム
で

あ
る
。
月
17
万
円
の
給

与
は
仕
事
に
見
合
っ
て

い
な
い
の
で
は
。

Ａ　

 

現
在
は
月
18
万
円
程
で

あ
り
、
民
間
の
募
集
条

件
と
比
較
し
て
も
見
劣

り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｑ　

 

保
育
士
は
必
要
と
さ
れ

る
仕
事
で
あ
り
、
正
規

職
員
に
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

 

正
規
職
員
は
、
役
割
に

明
確
な
違
い
が
あ
る
。

ま
た
、
地
方
公
務
員
採

用
試
験
に
合
格
す
る
必

要
が
あ
る
。

Ｑ　

 

介
護
士
の
給
与
を
市
独

自
で
賃
上
げ
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

Ａ　

 

介
護
現
場
の
生
産
性
向

上
な
ど
、
多
方
面
か
ら

対
策
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

地
域
医
療
の
充
実
を

Ｑ　

 

へ
き
地
医
療
支
援
は
受

け
ら
れ
る
。
あ
と
は
医

師
確
保
だ
け
だ
が
。

Ａ　

 

中
部
圏
域
で
も
医
師
は

不
足
し
て
お
り
、
引
き

続
き
、
へ
き
地
医
療
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ケ
ア
労
働
者
の
賃

金
が
低
す
ぎ
る
！

一 般 質 問 ２
月
通
常
会
議
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星
ほし

 敦
あ つ こ

子 議員

　　ユーチューブ ▷

い
ま
だ
に
不
満
の
多
い
ご
み

袋
の
有
料
化
は
見
直
し
を

Ｑ　

 

当
時
の
提
案
理
由
は
、

緊
縮
財
政
の
観
点
か
ら

で
は
な
か
っ
た
か
。

Ａ　

 

環
境
施
策
と
し
て
提
案

し
、
実
施
し
た
も
の
。

Ｑ　

 

市
民
は
、
分
別
・
減
量
・

袋
代
の
３
重
負
担
を
強

い
ら
れ
、
不
満
が
増
幅

し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
に
影
響
は
。

Ａ　

 

持
続
可
能
な
社
会
形
成

に
向
け
た
重
要
性
は
増

し
て
お
り
、
周
知
、
理

解
の
促
進
に
努
め
る
。

Ｑ　

 

超
過
従
量
制
（
＊
）
を

導
入
し
市
民
と
の
協
働

で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

Ａ　

 

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
研

究
し
て
い
く
。

Ｑ　

 
指
定
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋

と
し
て
代
用
す
る
バ
ラ

売
り
の
導
入
の
考
え
は
。

Ａ　

 

ご
み
排
出
抑
制
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
の
た
め
随

時
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
北
上
線
を
市
民
と
守
れ

Ｑ　

 

市
民
の
奇
抜
な
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
、
検
討
し

て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ　

 

日
常
と
観
光
、
双
方
で

の
利
用
増
加
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
の
不
満
を
解

消
す
る
の
が
行
政

武
た け だ

田 勝
まさる

 議員

　　ユーチューブ ▷

道
の
駅
（
＊
）
を
市
役
所
和

賀
庁
舎
に
設
置
し
て
地
域
の

活
性
化
を

Ｑ　

 

現
在
、
空
き
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
和
賀
庁
舎
に
道

の
駅
を
設
置
し
、
地
域

の
活
性
化
と
買
い
物
弱

者
対
策
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

Ａ　

 

当
該
地
は
国
道
に
面
し

て
お
ら
ず
、
駐
車
場
も

不
足
し
て
お
り
、
立
地

に
適
し
て
い
な
い
。
利

用
者
も
多
く
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
道
の
駅

設
置
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

家
庭
の
生
ご
み
利
用
促
進
を

Ｑ　

 

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

は
、
燃
や
す
と
大
量
の

化
石
燃
料
を
消
費
す
る
。

市
で
収
集
・
堆
肥
化
し
、

循
環
型
社
会
に
向
け
た

取
り
組
み
の
考
え
は
な

い
か
。

Ａ　

 

家
庭
の
生
ご
み
は
燃
え

る
ご
み
と
し
て
収
集
し

て
い
る
が
、
排
出
ル
ー

ル
と
し
て
水
切
り
を
推

奨
し
て
お
り
、
重
量
の

削
減
を
図
っ
て
い
る
。

市
で
の
堆
肥
化
は
、
現

段
階
で
は
検
討
し
て
い

な
い
。

生
ご
み
を
堆
肥
化

し
循
環
型
社
会
を

熊
くまがい

谷 浩
こ う き

紀 議員

　　ユーチューブ ▷

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
＊
）
へ

の
支
援
と
共
生
社
会
の
推
進

はＱ　

 

日
本
で
の
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
、

共
生
社
会
の
構
築
に
向

け
た
啓
発
の
考
え
は
。

Ａ　

 

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

を
好
機
と
捉
え
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

の
情
報
発
信
に
よ
り
、

聴
覚
障
が
い
に
対
す
る

理
解
の
醸
成
を
図
る
。

Ｑ　

 

手
話
言
語
条
例
の
将
来

的
な
制
定
を
見
据
え
た

取
り
組
み
は
。

Ａ　

 

県
は
、
手
話
言
語
条
例

に
つ
い
て
令
和
６
年
４

月
の
施
行
に
向
け
て
検

討
し
て
い
る
。
当
市
で

は
、
複
数
団
体
か
ら
条

例
制
定
の
要
望
書
の
提

出
を
受
け
て
お
り
、
今

後
、
関
係
団
体
と
の
勉

強
会
を
通
じ
て
、
施
策

の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
。

　

こ
の
他
、
災
害
弱
者
の
避

難
や
避
難
所
体
制
と
能
登
半

島
地
震
か
ら
の
教
訓
に
つ
い

て
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

知
っ
て
い
ま
す
か

一 般 質 問

市長へ　　　　　　　　　　　を行いました市長へ　　　　　　　　　　　を行いました

　北上市議会では、 市政の課題解決のため、 政策提言

に取り組んでいます。 この政策提言は、 ３つある常任

委員会で行政視察や意見交換などの調査 ・ 研究を重

ね、 さらに議員全員で協議を行う場である議会全員協

議会において意見交換を行い、 議員全員の合意を得た

後、市長に提出します。今回は、総務常任委員会が調査・

研究した事項をもとに作成・提出した提言を紹介します。

総務常任委員会

政 策 提 言

　持続可能な地域コミュニティへの支援に

　関する提言
提
言

▶
令
和
６
年
３
月
８
日
提
出

　

右
側
：
八
重
樫
浩
文
市
長

　

左
側
：
八
重
樫
七
郎
議
長

政策提言の詳細な内容は、 議会ホーム

ページでご覧いただけます。 →

＊ 

超
過
従
量
制
…
目
標
値
を
設
定
し
、
超
え
た
場
合
に
有
料
に
す
る
な
ど
の

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
手
法
。

＊ 

道
の
駅
…
商
業
施
設
や
休
憩
、
宿
泊
施
設
、
地
域
振
興
施
設
が
一
体
と
な

っ
た
道
路
施
設
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
と
道
路
管
理
者
が
連
携
し
て
設
置

し
、
国
土
交
通
省
に
登
録
す
る
も
の
。

＊ 

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
…
耳
の
聞
こ
え
な
い
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
２
０
２
５
年
に
日
本
（
東
京
）
で
初
開
催

さ
れ
る
。

２
月
通
常
会
議
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議会の動き（１月～３月）

〒
024-8501　

岩
手
県
北
上
市
芳
町
１
番
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☎
 0197-72-8233（

直
通
）　

FAX 0197-64-2123　

E
-
mail:gikai@city.kitakami.iwate.jp　

 議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
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：
https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/kitakamishigikai
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No.

133
１月５日　広報委員会

　　９日　議会運営委員会、各派代表者会

　　11日～18日　第291回１月臨時会議（→Ｐ８）

　　11日　教育民生常任委員会

　　12日　総務常任委員会、産業建設常任委員会

　　15日　広報委員会

　　17日　議会運営委員会

　　18日　議会全員協議会、広聴委員会

　　19日　議会改革推進会議

　　24日　市政調査会（議員研修会）

　　29日　議会運営委員会

　　30日　産業建設常任委員会、広聴委員会

　　31日　教育民生常任委員会

２月１日　広報委員会、議会改革推進会議

　　８日　総務常任委員会

　　13日　議会運営委員会、広報委員会

　　14日　予算概要説明会

　　15日～３月８日　第292回２月通常会議（→Ｐ５）

　　15日　予算特別委員会、議会全員協議会、

　　　　　教育民生常任委員会

　　19日～21日　予算特別委員会分科会（→Ｐ６）

　　22日　議会全員協議会、総務常任委員会、

　　　　　教育民生常任委員会、産業建設常任委員会

　　26日　教育民生常任委員会

　　28日　総務常任委員会、教育民生常任委員会

３月６日　議会運営委員会

　　８日　議会全員協議会、議会運営委員会

　　12日　市政調査会

広
報
委
員
会

 

委 

員 

長

　
　
梅

　
木

　
　
忍

 

副
委
員
長

　
　
熊

　
谷

　
浩

　
紀

 

委
　
　
員

　
　
藤

　
原

　
　
慶

　
　
白

　
鳥

　
顕

　
志

　
　
田

　
島

　
清

　
美

　
　
原

　
　
利

　
光

　
　
齊

　
藤

　
金

　
浩

　
　
佐

　
藤

　
惠

　
子

日 月 火 水 木 金 土

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

６月通常会議の日程
－議会を傍聴しませんか－

初日

一 般 質 問

　いずれも午前10時から開催予定です。中学生以上で

あれば誰でも傍聴できます。委員会を傍聴する際は、

議会事務局で受付をお願いします。

常任委員会

最終日一般質問

　北上市議会では、会派または会派に属さない議員

個人に、１人当たり月額２万円の政務活動費が支給

されています。令和５年度の支出状況等は次のとお

りです。使途に関する収支報告書、領

収書、活動報告書などの詳しい資料は、

市議会のホームページで後日公開します。

令和５年度
政務活動費の支出状況

会派名 /議員名 交付額 支出額 返還額

北政会（５人） 1,200,000 334,376 865,624

新清会（５人） 1,200,000 1,083,902 116,098

北新ネット
（４→３人）※１

840,000 609,527 230,473

北上まほろば
クラブ(３→４人) ※２

940,000 940,000 0

日本共産党
北上市議団（３人）

720,000 652,893 67,107

熊谷　浩紀 240,000 168,255 71,745

小原　享子 240,000 108,325 131,675

武田　勝 ※３ 120,000 62,447 57,553

星　敦子 240,000 240,000 0

八重樫　七郎 240,000 47,895 192,105

（単位 ：円）

備考�　司東道雄議員は政務活動費の交付申請をしていないため、 記載して

おりません。

※１�　北新ネットは、 年度の途中で会派議員が減員となり、 併せて交付額が

減額となっています。

※２�　北上まほろばクラブは、 年度の途中で会派議員が増員となり、 併せて

交付額が増額となっています。

※３�　武田勝議員は、 年度の途中で会派を退会したため、 退会後の分を個人

に交付しています。

▲ホームページ

　きたかみ市議会だより第132号（令和６年２月16日発行）に

おいて、次の記載に誤りがありました。おわびして訂正します。

・ ３ページ「第290回11月通常会議議決結果」表中の標記

　　正：議案第57号　　誤：認定第57号

おわびと訂正

私たちが議会だよりを作っています私たちが議会だよりを作っています


